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ラ干サ

令
和
元
年

５
月
１５
日
、
与
論
中
学
生
徒
２
年
生
３７
人
が
、
昨
年
に
続
き
与
洲
奥
都
城

ヽ
こ
参
拝
さ
れ
、
川
畑
ア
キ
ラ
さ
ん
が
作
詞
作
曲
さ
れ
た

「黒
い
ダ
イ
ヤ
の
涙
」

を
生
徒
全
員
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

一′、牟
田
大
蛇
山
ま
つ
り
で
は
、
今
年
も
１
万
人
の
総
お
ど
り
に
与
論
会
と

し
て
５０
名
弱
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

き
て
、
左
記
の
通
り
秋
季
大
祭
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ル
」
　

キ
さ

一
、
と
こ
ろ
　
与
洲
奥
都
城
前
広
場

お
神
酒
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

『飲
酒
運
転
』
は
く
れ
ぐ
れ
も
し
な

い
よ
う
に
お
願

い
致
し
ま
す

ヽ ‐

９
月
１５
日

（日
）
午
前
１０
時
～
１２
時

注
意

“

口 ‐
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▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

有 月1濱

′田 日」

清 辰 豊

二 栄 美

4  2  日
月 月 月
]メ   `)

肯 自
日

旦三 イ中

ロヨ 野  氏

４
月
２４
日
　
山
　
元
　
好
　
文
　
６８
歳
　
山
元
　
美
雪
　
荒
尾
市
野
原
５
９
３

１
１６

５

月

５

日

７

月

４

日

７

月

１９

日

与
論
会
の
動
き

自
　
平
成
３１
年
４
月

至
　
令
和
元
年
８
月

奥
都
城
春
季
大
祭
　
約
７
０
０
人
参
加

奥
都
城

午
前
１０
時
～
１２
時

奥
都
城
清
掃
　
７

・
８

・
９
地
区
担
当

奥
都
城
清
掃
　
３

・
５
地
区
担
当

第
４３
国
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
定
期
総
会

新
役
員
決
ま
る
　
三
港
与
洲
会
館

奥
都
城
清
掃
雨
に
て
中
止
　
次
回
合
同
で
清
掃

奥
都
城
清
掃
　
４

・
６

・
１０

。
１１

・
１５

。
１６
地
区
担
当

お
盆
準
備
も
行
う

奥
都
城
お
盆
約
２
０
０
名
お
参
り
　
１０
時
～
１２
時

名マ
ツ
ノ

速
　
雄

年
齢

　

喪
　

王ヽ
　
　
　
住
　
所

９５
歳
　
仲
野
　
拓
美
　
荒
尾
市
桜
山
町
２
丁
日
１３

１
１９

７８
歳
　
黒

田
ノ
ブ
子
　
堺
市
津
久
野
町

１
１
８
１
６

セ

ン
ト
ボ
ー
リ
ア
津
久
野
１
１
０
２

⌒大
牟

田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

幹
事
長
）

５７
歳
　
濱

田
　
浩
昭
　
大
牟

田
市
馬
場
町
２
３
０
１
２

７８
歳
　
川
畑
　
幸
雄
　
大
牟

田
市
上
屋
敷
町

１
１
１２

１
２

６４
歳
　
有
　
　
郭
子
　
荒
尾
市
万
田
３
８
７
１
５６

:

奮

5月 14日  大牟田ハイツ交流会にて最後に炭坑節を全員で踊る
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(3)第 125号 与 論 会 だ よ り   2019年 (令和元年)9月 1日

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

（訂
謙
二
会
長
）
は
、
大
牟
田
市
昭
和
町
３

与
洲
奥
都
城
で
春
季
大
祭
を
開
催
し
、
約
７
０
０
人
が
参
列
。
明
治
時
代
末

期
に
長
崎
県
口
之
津

（現

・
南
島
原
市
）
を
経
て
大
牟
田
市
三
池
に
移
住
し
、

石
炭
荷
役
作
業
を
通
じ
て
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
先
祖
た
ち
の
祈
り
を
さ

さ
げ
た
。

郷
土
遥
拝
に
続

い
て
参
列
者
た
ち
が

「奥
都
城
の
唄
」
を
歌

っ
て
思

い
を

は
せ
た
。
神
事
が
あ
―，
、
参
列
者
た
ち
が

一
人

一
人
玉
串
を
さ
さ
げ
た
。
町

会
長
は

「先
人
が
移
住
し
て
１
２
０
年
。
平
成
も
最
後
で
５
月
か
ら
元
号
が

令
和
に
な
る
。
桜
吹
雪
の
中
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
が
集
ま

っ
て
先
祖
た
ち

も
き

っ
と
喜
ん
で
い
る
と
思
う
」
な
ど
と
あ

い
さ

つ
し
た
。

続

い
て
来
賓
の
紹
介
が
あ
り
、
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
熊
谷
博
子
さ
ん

が
映
画
の
撮
影
を
続
け
て
い
る
こ
と
の
紹
介
も
あ

っ
た
。
参
加
者
た
ち
は
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
深
め
、
先
祖
た
ち

へ
の
思
い
を
は
せ
て
い
た
。

有
明
新
報

ま
だ
ま
だ
桜
も
散
る
の
を
惜
し
み
、
今
季
最
後

の
花
見
と
な
り
ま
し
た
春

季
大
祭
は
、
晴
天
の
も
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
ご
先
祖

ヘ

の
思

い
が
届

い
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
も
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
芳
志
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
礼
と
ご
報
告
を
致
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

4
月
12

日

ヽ●プ

し`レ

金
銭
の
部

３
万
円
　
川
畑
ヨ
シ
子

様

２
万
円
　
松
井
　
武
男

様

ｌ
万
円
２
千
円
　
目
原

。
河
村

・

三
砂

。
林

様

１
万
円

ｍ

白

雲

社

様

１
万
円
　
下
川
　
博
子

様

１
万
円
　
南
　
　
榮
子

様

５
千
円
　
猿
渡
恵

一
郎

様

５
千
円
　
大
牟
田
ひ
ま
わ
り
の
会

様

５
千
円
　
沖
　
克
太
郎

様

５
千
円
　
仲
野
　
美
子

様

阜

円

ｍ

山

運

様

５
千
円
　
福
　
　
弘
光

様

５
千
円
　
本
　
　
恵
輔

様

５
千
円
　
西
脇
　
和
江

様

３
千
円
　
竹
　
　
稔
範

様

３
千
円
　
堀
　
　
泰
博

様

３
千
円
　
中風
山
　
清
治

様

２
千
円
　
林
　
　
清
正

様

２
千
円
　
黒
田
　
速
雄

様

１
千
円
　
永
吉
　
　
守

様

物
品
の
部

清
　
酒
２
本
　
川
畑

ヨ
シ
子

様

清
　
酒
２
本
　
佐
藤

マ
リ
子

様

清
　
酒
２
本
　
一体
白

雲

社

様

清
　
酒
１
本
　
松
井
　
武
男

様

焼
　
酎
２
本
　
熊
谷
　
博
子

様

有

泉
２
本

仲

野

装

業

様

有
　
泉
２
本
　
山
元
　
好
文

様

有
　
泉
１
本
　
松
井
　
康
徳

様

ビ
ー
ル
ー
箱
　
南
　
　
辰
也

様

ビ
ー
ル
ー
箱
　
堀
　
　
恵
子

様
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シ
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ウ
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平成31年 春季大祭
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平成31年 春季大祭
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2019年 (令和元年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第125号 16)

平成31年 春季大祭
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平成31年 春季大祭
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平成31年 春季大祭
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平成31年 春季大祭
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平成31年 春季大祭
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(11)第 125号 与 論 会 だ よ り   2019年 (令和元年)9月 1日

_ヽ

与
論
中
生
徒
が
修
学
旅
行
訪
問

苦
し
い
炭
坑
労
働
で
社
会
貢
献

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
、
与
論
中
学
校

（大
重
満
明
校
長
）
の
２
年
生

の
生
徒
ら
は
１５
日
、
修
学
旅
行
で
大
牟
田
市
や
荒
尾
市
に
あ
る
与
論
ゆ
か
り

の
地
を
訪
間
。
先
祖
た
ち
が
眠
る
大
牟
田
市
昭
和
町
の
納
骨
堂
、
与
洲
奥
都

城
を
参
拝
す
る
な
ど
し
て
、
三
池
炭
鉱
の
荷
役
作
業
を
通
じ
て
日
本
の
近
代

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
先
祖
た
ち
の
遺
徳
を
し
の
ん
だ
。

同
校
の
生
徒
た
ち
が
修
学
旅
行
で
大
牟
田
市
や
荒
尾
市
な
ど
を
訪
れ
る
の

は
６
回
目
。
１２
年
前
に
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
与
論

の
人
た
ち
と
交
流
し
、
歴
史
を
正
し
く
伝
え
よ
う
と
訪
問
団
を
結
成
し
て
与

論
島
を
訪
問
。
そ
の
後
も
交
流
が
続
い
て
い
た
。

こ
の
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
先
祖
の
歴
史
や
当
時
の
炭
鉱
町
で
の

生
活
の
様
子
を
学
ぼ
う
と
、
同
校
の
生
徒
た
ち
が
２
０
１
４
年
に
初
め
て
修

学
旅
行
で
大
牟
田
市
な
ど
を
訪
問
。
以
来
、
毎
年
訪
れ
て
い
る
。

今
回
は
２
年
生
の
生
徒
や
引
率
の
教
論
ら
合
わ
せ
て
４３
人
が
訪
問
。
１３
日

に
出
発
し
て
長
崎
、
島
原
市
な
ど
を
見
学
し
、
１４
日
に
は
大
牟
田
で
宿
泊
。

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
会
も
あ

っ
た
。

メ
イ
ン
と
な
る
１５
日
は
三
池
炭
鉱
関
連
施
設
で
あ
る
三
川
坑
跡
、
三
池
港
、

万
田
坑
な
ど
を
見
学
。
先
人
が
眠
る
与
洲
奥
都
城
で
は
大
牟
田

・
荒
尾
地
区

与
論
会
メ
ン
バ
ー
や
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「ジ
ャ
ー
坊
」
が
出
迎
え
。

同
会
の
町
謙
二
会
長
は
移
り
住
ん
で
き
た
人
た
ち
の
歩
み
や
、
与
洲
奥
都
城

の
成
り
立
ち
を
説
明
。
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
り
、
先
祖
た
ち

の
炭
鉱
町
で
の
暮
ら
し
や

働
き
に
思
い
を
は
せ
た
。

生
徒
を
代
表
し
て
吉
田

小
梅
さ
ん
は
事
前
に
学
ん

だ
こ
と
に
触
れ

「先
祖
の

皆
さ
ん
が
移
住
を
決
断
し

な
け
れ
ば
今
の
自
分
た
ち

は
な
か

っ
た
と
思
う
。
こ

の
歴
史
は
重
要
で
忘
れ
て

は
い
け
な

い
こ
と
。
苦
し

い
環
境
で
も
希
望
を
持

っ

て
頑
張
れ
ば
、
道
は
開
け

る
こ
と
を
知

っ
た
。
先
輩

方
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
希

望
を
も

っ
て
頑
張

っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
．

フて
の
後
、
２
０
１
０
年

に
三
池
移
住
百
年
祭
の
た

め
に
川
畑
ア
キ
ラ
さ
ん
が

作
詞
作
曲
し
た

「黒

い
ダ

イ
ヤ
の
涙
」
を
生
徒
た
ち

が
三
線
の
演
奏
に
乗
せ
て

合
唱
。
先
人
た
ち

へ
の
誇

り
を
胸
に
刻
ん
だ
。

５
月
１７
日
　
有
明
新
報

胸
に
刻
む
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(10第 125号 与 論 会 だ よ り   2019年 (令和元年)9月 1日

新
役
員
決
ま
る

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

（町
謙
二
会
長
）
は
６
月
１６
日
、
大
牟
田
市
入
胎
町
の
三
港
与
洲
会
館
で
第
４３
回
定
期
総
会
を
開
き
、
今
年
も
大
牟
田
大
蛇
山

ま

つ
り

「
一
万
人
の
総
踊
り
」

（
７
月
２７
日
）
に
約
４０
人
が
参
加
、
会
員
各
位
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

物
故
者

へ
の
黙
と
う
に
続

い
て
町
会
長
が
あ

い
さ

つ
。
５
月
１４
、
１５
日
与
論
中
学
生
修
学
旅
行
で
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歓
迎
会
及
び
交
流
会
の
お
礼
に
続
き
、

今
回
は
２
年
に

一
度
の
役
員
改
選
の
年
で
あ
り
ま
す
、
長

い
間
、
会
長
職
を
承

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
後
進
に
譲
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
新
会
長
の
も
と
役
員

一
致
団
結
を
お
願

い
し
た
い
と
呼
び
か
け
た

）

昨
年
度
の
経
過
報
告
後
、
執
行
部
が
提
出
し
た
３０
年
度
決
算
書
、
監
査
報
告
、
令
和
元
年
度
予
算
書
、
事
業
予
定
等
は
出
席
者
満
場

一
致
で
可
決
。
引
き
続

き
役
員
改
選
を
行

い
、
新
役
員
が
次
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
こ

左側新会長・朝岡光男氏



2019年 (令和元年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第125号 (ユ )

`ヽ L_

`ヽ し

大牟田・荒尾地区与論会役員紹介

地 区 長 紹 介

No 役職名 役 員 名 住 所 電   話
会   長 朝 岡 光 男 大牟田市株野3260-20 090-3666-5255

2 副 会 長 出 村    進 大牟田市入船町84 090-1192-2998

3 ク 砂  月1 真佐江 荒尾市万田369 080-6417¨ 7108

4 ク 益  山 憲 大牟田市馬場町249-1

5 幹 事 長 先    章太郎 大牟田市浜田町22-12 090-9575… 9067

6 会 計 長 出 村    進 大牟田市入船町84 090… 1192-2998

7 幹   事 益  山 哲  夫 大牟田市桜町4-12 090-3987-9377

8 ′′ 川 口 幸 雄 荒尾市宮内100-11 090-8912… 2632

9 ク 黒  田 曲 1
上ユ 大牟田市桜町110-8 090-3730-8903

10 ク 森    整  昭 大牟田市浜田町22-12 090-3734-0730

11 ク 竹    昌 宣 大牟田市三川町4丁 目109-2 080… 3225¨ 9948

12 ク 村 山 章 彦 荒尾市西原町1丁 目16-3(1-3) 090-1922-3891

13 ク 梅 花 孝 佑 大牟田市天領町3-9-9 090… 8620-5808

14 青 年 部 長 仲 野 英 富 大牟田市南船津町3-4-7 090-4350-7993

15 青 年 部 川 上  喜 一郎 大牟田市米生町2-70 090-3074-8175

16 監   査 森   光 廣 大牟田市倉永
17 ク 森    亮  子 大牟田市沖田町

18 顧   問 田丁 謙 大牟田市姫島町

地 区 地区長名

1地区 小 林 八重子
2地区 竹   昌 宣
3地区 仲 野 光 浩

4地区 馬 場 武 弘

5地区 梅 花 孝 佑

6地区 松 井 1青 一
7地区 黒 田   豊
8地区

9地区 川 上 英 子
10地区 本   恵 輔

地区 地区長名

11地区

12地区 黒 田   豊
13地区 竹 内 隆 雄

14地区 森   整 昭
15地区 村 山 章 彦

16地区 川 口 幸 雄
17地区 野 口   隆
18地区 竹 内 征 夫

19地区 山 下 富 彦

20地区 酒 匂 登志明 敬称省略

090-4580-0240



(10第 125号 与 論 会 だ よ り  2019年 (令和元年)9月 1日

大牟田・荒尾地区与論会 平 成 30年度 決 算 書

平成30年 6月 ～令和元年 5月(収入 )

(支出)

ロヽ

費  目 予  算 決  算 内 容

繰  越  金 640,547 640,547 前年度繰越金

与論会年会費 1,100,000 1,189,000 与論会年会費

寄  付  金 200,000 302,000 別紙参照

100 2 郵貯金利息

雑  収  入 10,000 18,000 員青言売十1´

敬 老 会 収 入 490,000 148,000 別紙参照

/ヽ    言+
ロ     ロ| 2,440,647 2,297,549

費  目 予  算 決  算 内 容

会  議  費 50,000 49,481 総会費用

祭  典  費 250,000 232,623 春・秋 大祭 正月・お盆お詣 l,

共  済  費 50,000 130,000 物故者名簿参照

渉  外  費 300,000 326,456 別紙参照

機 関 紙 費 300,000 297,420 与論会だより発行 (年 3回発行 )

事 務 通 信 費 80,000 69,195 与論会だより郵送、事務用品、文具代

奥都城維持費 50,000 61,310 電気、水道、

与 洲 会 館 費 50,000 94,921 電気・水道代、塀工事費用(40,850円 )

公 園 使 用 料 70,000 63,889 奥都城借地代

清  掃  費 50,000 29 894 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 50,000 37 308 役員慰労会 (会場 トントン)

敬 老 会 支 出 1,360,000 632.081 別紙参照

青 年 部 費 0 0

故郷芸能継承費 0 0

備
回

ロロ 費 0 0

不  足  金 -219,353 272,971 次年度繰越金

ノヽ
日

喜上

口 |
2,440,647 52 297 49

し

貯 金 利 子



21'19年 令和元年 9月 1日   与 論 会 だ よ り 第125号 116)

三二
'~〔
=~,■ ■ て=

月 日 金 額 お 名 前

5弓 1:,三 10,000 ||1王 責乗

3,000 堀泰博

3,000 本紀代司

2,000 野田秀雄

9月 16日 12,000 目原・河村・三砂・林

10,000 白雲社

10,000 野田輝文

10,000 川回哲治

10,000 南弘幸

10,000 堀泰博

10,000 南榮子

10,000 F川 忠範・博子

5.000 巾山通

5,000 沖克太郎

5,000 川畑辰榮

5.000 ひまわ りの会

5,000 福弘光

5,000 猿渡恵一郎

3,000 部落解放同盟

2,000 林清正

2,000 竹稔範

2,000 松尾タツエ

1,000 永吉守

11月 11日 5,000 仲野装業

1月 3日 5.000 濱 田浩昭

3,000 兼屋 ミサエ

3,000 堀泰博

4月 7日 30,000 川畑 ヨシ子

20,000 松井武男

12,000 目原・河村・三砂・林

10,000 白雲社

10,000 下川博子

10,000 南榮子

5,000 沖克太郎

5,000 仲野美子

平成30年度寄贈者名

｀レ

平成30年 6月 1日 ヽ令和元年 5月 31日

4月 7日 5,000 猿渡恵一郎

5,000 ひまわりの会

5,000 福弘光

5,000 本恵輔

5,000 西脇和江

5,000 山運

3.000 竹稔範

3.000 嵐山清次

3,000 堀泰博

2.000 林清正

2,000 黒田速雄

1,000 」′ヨ」
戸●

刀` 日 下
「

合  計 302,000

物品寄贈者名

お 名 前 品 物 数量

8月 13日 仲野装業 7青  ,酉 1本

9月 16日 白雲社 ,青  ,酉 2本

仲野装業 1青  1酉 2本

尚竜一 清  酒 2本

熊谷博子 焼 酎 2本

堀晋一・真知子 焼 酎 2本

堀恵子 ビール 1箱

1月 3日 出村信雄 泡  盛 3本

仲野装業 有 泉 1本

山元信幸 焼 酎 1本

4月 7日 川畑 ヨシ子 1青  1酉 2本

佐藤マリ子 1青  7酉 2本

白雲社 清 酒 2本

松井武男 ,青  ,酉 1本

仲野装業 有 泉 2本

山元好文 有  泉 2本

松井康徳 有 泉 1本

熊谷博子 焼 酎 2本

堀恵子 ビール 1箱

南辰也 ビール 1箱

敬称省略

|



(17)第 125号 与 論 会 だ よ り   2019年 令和元年)9月 1日

渉外費詳細

科 目 内  容 支 出 累 計

旅費 全国与論会臨時理事会出席 (東京) 80,390 80,390

与
論
修

学
旅
行

奥都城参拝 。お茶菓子 8,717

ジャー坊 ストラップ 17,200

生徒達との交流会 (大牟田ハイツ) 21,627 47,544

し

夏
祭
り

夏祭り総踊り参加費 4,000

夏祭り総踊り飲食代 ^ 25,754

/ryC. rt)*=/V 12,150 41,904

そ
の

他

佐藤持久様香典 10,543

与論教育文化訪問団餞別 10,000

駿馬天満宮鶯替 7 344

有明新報社挨拶 7 344

有明新報購読料 29,640

全国与論会会費 40,000

山元好文様見舞い 10,000

関西与論会祝儀 10,543

大橋克己新年会 2,000

山元好文様生花 19,440

その他 156,618

合   計 326,456

し

9,764



2019年 (令和元年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第125号 (18)

敬 老 会 収 支 報 告

平成30年 11月 11日 (日 ) 午後 1時
大牟田ガーデンホテル平安の間

収  入

支 出

`ヽ レ

t

収 入
153,000円

支 出
632,081円

△   言+
口
.  
口 :

△479,081円

項   目 単  価 人  数 計 内 容

L
ノヽ 人 3,000 46 138,000 有料参加者

小  中  生 2,000 5 10,000 有料参加者

寄  付  金 5,000 仲野装業様

収 入 合 計 153,000

大 人 料 理 6,200 73 452,600 円卓食事 (3時間飲み放題)

子 供 料 理 3,700 5 18,500 ハンバーグ定食

演 芸 弁 当 2,500 13 32,500 出演者

看  板  代 5,400 1 5,400 舞台垂れ幕

記 念 花 束 5,400 1 5,400 最年長者

生花スタンド 21,600 2 43,200 舞台両側

上記ガーデン支払い分   合 計 557,600円

経 費 出演者用お茶菓子代 29,761 連絡用事務通信費

踊 り慰労会 会場  トントン 34,720 プリンチャンとチャンプルダンサーズ

三 味 線 お礼 5,000× 2 10,000 商品券

支 出 合 計 632,081



(19第 125号 与 論 会 だ よ り   2019年 (令和元年,9月 1日

会計監査報告

2018年度(平成 30年度)歳入・歳出の決算は、関係書類

(預金通帳、現金出納簿、領収証等)により、照合検査を行

った結果、適正な事務処理がなされており、決算の内容に

ついては相連ないことを認めます。

現 金 及 び 預 金

奥都城建設剰余金

令和元年 6月 1日

監  査

27万 2971円

1682万 3734円

ヽプ

し森 ∠′ ③

監  査
‐

「
ノP′

イ木

´ フ

.■ ~

、`/

⌒

S・

ノ

′

　

」

′ヽこ
ロ



2019年 (令和元年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第125号 (20)

令和元年度予算書

(収入 )

(支出)

令和元年 6月 ～令和 2年 5月

.ヽ_

し

費  目 予  算 内 容

繰  越  金 272,971 前年度繰越金

与論会年会費 1,100,000 与論会年会費

寄  付  金 150,000 春祭り100,000 秋祭り50,000 敬老会15,000

貯 金 利 子 100 郵貯金不||′自、

雑  収  入 10,000 購読料

合  計 1,533,071

費  目 予  算 内 容

会  議  費 50,000 総会・各種会議

祭  典  費 250,000 新年・春・夏・秋 祭典

共  済  費 150,000 会員慶弔費

渉  外  費 400,000 全国与論会・与論庁舎落成式出席他

機 関 紙 費 300,000 与論会だより発行 (年 3回発行)

事 務 通 信 費 80,000 与論会だより郵送・事務文具代他

奥都城維持費 50.000 電気、水道他維持費

与 洲 会 館 費 50,000 電気・水道代、維持費

公 園 使 用 料 65,000 奥都城借地代

清  掃  費 30,000 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 100,000 役員慰労会

青 年 部 費 0

故郷芸能継承費 0

備
口
日日 費 0

予  備  費 8,071

合  計 1,533,071



(21)第 125号 与 論 会 だ よ り   2019年 令和元年19月 1日

令和元年 大牟田夏まつり総おどり

轟炉‘
■
籍■

Ｉ
節
ヽ
‐

鷺



2019年 (令和元年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第125号 1221

令和元年 お盆参り

８
月
１３
日
、
与
洲
奥
都
城
に
て
お

盆
参
り
を
行

い
、
記
帳
者
名
で
約
２

０
０
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ご
先
祖
参
り
を
致
し
ま
し
た
。
竹
昌

宣
さ
ん
の
祝
詞
の
後
、
役
員
が
用
意

し
た
酒
肴
品
や
生
ビ
ー
ル
、
子
供
向

け
の
か
き
氷
や
綿
菓
子
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
日
は
奥
都
城
を
開
放
し

て
お
り
ま
す
。
時
間
は
午
前
１０
時
よ

り
正
午
迄
で
す
。
皆
様
の
お
参
り
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
も
皆
様
方
か
ら
ご
芳
志
を

い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

い
た

し
ま
す
ｃ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

５
千
円

１
万
円

３
千
円

３
千
円

２
千
円

――
口
一
三

Ｉ

Ｌ
フ

濱

田

ｉ
ｒ

マ
ア

右
ド

円
”

コ
出
■
ク野
田

美
幸
様

（７
／
２７
）

浩
昭
様

美
子
様

泰
博
様

修
三
様

竹
内
　
一
徳
様
　
有
泉
１
本

（２５
度
）

仲

野

装

業
様
　
有
泉
１
本

朝
岡
　
光
男
様
　
有
泉
１
本

`ヽ ロ

ヽ_



(20第 125号 与 論 会 だ よ り 2019年 1令和元年)9月 1日

故・ 山元好文さん 在りし日の写真

平成31年 4月 7日

1     ヽ 頌

平成27年 7月 25日

，
４ん

ハ
′
■
円

ヽ
‥

′

―

詢

ヽ
綱
Ｆ「１
″

』
Ｊ
・

平成31年 4月 7日

平成25年 7月 27日 平成27年 7月 25日

ヽ´



2019年 (令和元年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第125号 (24

大
牟
田
高
校
柔
道
部

金
鷲
旗
準
優
勝

森
健
心
選
手

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

個
人
戦

優
勝

「
あ
あ
」
。
ま
ず
漏
れ
た
の
は
、
た
め
息
だ

っ
た
。
大
牟
田
高
校
柔
道
部

が
金
鷲
旗
高
校
柔
道
大
会
の
決
勝
で
敗
れ
た
瞬
間
。
だ
が
、
間
を
置
か
ず
心

か
ら
拍
手
を
送

つ
た
。
「
よ
く
頑
張

っ
た
。
立
派
な
成
績
。
頭
を
上
げ

て
胸

を
張

つ
て
く
れ
」
と
▼
今
大
会
の
男
子
の
部
に
は
国
内
外
の
３
１
７
チ
ー
ム

が
参
加
。
高
校
柔
道
日
本

一
を
争
う
伝
統
あ
る
大
会
だ
。
大
高
柔
道
部
は
Ｅ

バ
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
、
順
当
に
力
を
発
揮
し
て
８
校
で
争
う
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
出

．
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
簡
単
に
は
勝
た
せ
て
く
れ

な
い
▼
そ
れ
で
も
大
高
は
粘
り
の
柔
道
で
強
豪
を
次
々
と
打
ち
破
り
、
決
勝

戦

へ
進
出
。
相
手
は
３
月
の
高
校
選
手
権
大
会
と
同
じ
国
士
館
。
試
合
は
お

互
い
に

一
歩
も
譲
ら
な

い
息
を
の
む
展
開
に
。
勝
負
は
大
将
戦

へ
と
も

つ
れ

込
む
こ
と
に
な

っ
た
▼
大
高
の
大
将
は
森
健
心
選
手
ｃ
国
士
館
は
斉
藤
立
選

手
。
父
親
は
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
９５
キ
ロ超
級
で
２
連
覇
を
達
成
し
た
斉
藤
仁
さ
ん
。

身
長
は
１
９
０
考
を
超
え
る
恵
ま
れ
た
体
格
だ
．
森
選
手
の
身
長
は
１
７
７

す
と
圧
倒
的
に
不
利
な
状
況
▼
森
選
手
は
呆
敢
に
攻
め
た
こ
し
か
し
相
手
の

懐
の
深
さ
や
腰
の
重
さ
も
あ
り
、
完
全
に
は
攻
め
き
れ
な
い
。
格
闘
技
で
は

身
長
１０
す
、
体
重
１０
キ
ロ
の
差
で
そ
れ
ぞ
れ
武
器

一
つ
分
違
う
と
も

い
わ
れ
る
。

見
て
い
て

「
こ
れ
が
同
じ
体
格
な
ら
ば
」
と
何
質
も
思

っ
た
▼
最
終
的
に
は

反
則
負
け
。
勝

っ
た
斎
藤
選
手
も

「内
容
は
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か

っ

た
」
。
森
選
手
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て

一
次
は
、
一毒
ち
ま
す

一
と
誓

っ

た
。
大
型
選
手
は
不
在
な
が
ら
、
個
々
の
力
を
合
わ

せ
て
準
優
勝
し
た
大
高
に
、
大
き
な
拍
手
を
送
り
た

い
。
次
の
目
標
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
全
国
制
覇
。
迷

い
は
な

い
だ
ろ
う
〓
が
ん
ば
れ
。

７
月
２６
日
　
　
有
明
新
報
　
む

つ
ご
ろ
う
よ
り

`` レ

大
牟
田
市
草
木
の
大
牟
田
高
校
柔
道
部

（杉
野
健
次
郎
監
督
）
は
、
８
月

１０
日
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
開
か
れ
て
い
る
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

（イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）

の
柔
道
競
技
大
会
男
子
団
体
に
出
場
し
た
。
決
勝
戦
で

国
士
館

（東
京
都
）
と
対
戦
し
、
代
表
戦
の
末
に
惜
敗
ｃ
敗
れ
は
し
た
が
イ

ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
初
の
準
優
勝
に
輝

い
た

男
子
団
体
は
９
日
か
ら
開
か
れ
た
。
大
牟
田
は
初
日
の
１
回
戦
か
ら
３
回

戦
ま
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
る
と
、
２
日
目
は
準
々
決
勝
で
東
海
大

相
模

（神
奈
―――
県
）
を
つ
一　
１
で
抑
え
、
準
決
勝
は
岡
山
県
作
陽
を
３
１
１

と
し
決
勝
に
進
出
‥

決
勝
戦
は
、
春
の
選
手
権
大
会
や
金
鷲
旗
大
会
で
も
、
決
勝
で
対
戦
し
た

国
士
館
と
激
突
。
リ
ベ
ン
ジ
を
誓

っ
て
臨
ん
だ
大
牟
田
は
先
鋒
、
次
鋒
で
勝

利
を
収
め
、
２
１
０
と
有
利
に
。
中
堅
は
引
き
分
け
た
が
、
副
将
、
大
将
戦

で
敗
れ
、
勝
敗
の
行
方
は
代
表
選

へ
。

代
表
選
で
恵
、
国
士
館
の
絶
対
的

エ
ー
ス
斉
藤
立
選
手
と
森
健
心
選
手
が

対
戦
ｃ
気
迫
で
押
す
森
選
手
だ

っ
た
が
、
体
格
差
を
生
か
し
て
攻
め
た
斎
藤

選
手
に
敗
れ
、
準
優
勝
と
な

っ
た
＾

大
牟
田
市
の
中
尾
昌
弘
市
長
は

一
こ
れ
ま
で
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
上
で

大
き
な
ブ
レ
ッ
シ
ン
ー
に
な

っ
た
と
思
う
が
、
準
優
勝
は

一
九
と
な

っ
て
積

極
呆
敢
に
戦

つ
た
見
事
な
成
果
。
今
後
も
選
手
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
か

っ
て
進
む
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
」
と

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

８
月
Ｐ
一日
　
有
明
新
報

個
人
戦
で
は
１
０
０
キ
ロ級
　
森
健
心
選
手

（福
岡

。
大
牟
田
）
決
勝
戦
で
金

沢
聡
瑠

（千
葉

・
木
更
津
総
合
）
に
反
則
勝
ち
に
て
優
勝
。

・ _ヽ


